
国際交流学部国際交流学科 3年 

留学先：高麗大学（韓国） 

留学期間：2025年 2月～2026年 1月 

 

・留学を決めたきっかけや目的 

私が留学を決意したきっかけは、大学で韓国語を学ぶ中で、語学力だけでなく実際に現地で生活し、

人々の価値観や文化を肌で感じたいと考えたからです。また、日本と韓国の歴史や文化について学ぶ

中で、両国の考え方の違いを自分自身の目で確かめ、多角的な視点を身につけたいという思いが強く

なりました。留学では、授業や日常生活を通じて積極的に現地の学生と交流し、語学力だけでなく異文

化理解力やコミュニケーション力も高めたいと考え、留学を決意しました。 

 

・留学先で困ったこと、大変だったこと 

食中毒にかかったことです。一人暮らしだったため、頼る人もいなくてとても大変でした。加

入した保険会社に電話をしても、家から遠い病院ばかり紹介されて困りました。何度か交渉し

て家の近くの大学病院を手配してもらいました。保険会社から納得のいかない病院を紹介され

た場合は、はっきりと断って、納得のいく病院を紹介してもらうことをおすすめします。  

 

 

・留学を通して自分について新たに気づいたこと 

留学を通して、自ら行動する力と適応力が大きく成長しました。慣れない環境では待っているだけでは

何も変わらないと感じ、自分から積極的に韓国人学生へ話しかけたり、授業でも発言することを意識しま

した。また、分からないことはそのままにせず質問し、課題に主体的に取り組みました。その結果、新し

い環境でも前向きに挑戦できる自信が身につきました。 


